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研究成果の概要（和文）：血液透析患者の日常生活活動レベルを維持・向上するための医学的管理法は未だ確立
されていない。そこで、維持血液透析患者を対象に、日常生活活動レベルの経年変化の実態と生命予後との関連
（研究１）、身体活動量の実態把握、目標値の設定および生命予後との関連（研究２）、および身体不活動が身
体的虚弱の発生・増悪に及ぼす影響（研究３）について検討することにした。その結果、透析患者が身体活動量
を確保することは身体機能や日常生活活動レベルの低下を防ぎ、生命予後改善につながる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：Although the clinical importance of physical activity for patients on 
hemodialysis has already been emphasized in clinical practice guidelines published by academic 
society of the US and Europe, there is less recognition of it in the clinical care for Japanese 
patients. The main goals of this study were (1) to examine the association of a change in the 
functional status over a 1-year period with all-cause mortality, (2) to detect the minimum 
recommendation of habitual physical activity, and (3) to investigate the relationship between 
physical activity and decline in physical function and functional status of the dialysis 
populations. As a result, we showed the importance of physical activity in order to prevent the 
decline in physical function and functional status, and decrease mortality risk.

研究分野：リハビリテーション
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、透析患者の日常生活活動および身体活動量に焦点を当てて疫学調査を行い、その実態や生命予後との
関連について検証した。各国の診療ガイドラインで強調されているにも関わらず、血液透析患者の日常生活活動
レベルを維持・向上するための医学的管理は、未だ透析医療のルーチンケアには含まれていない。本研究は透析
患者における身体活動量の臨床的意義を改めて見出し、日常生活活動レベルを維持・向上させるための医学的管
理法の確立に貢献することができたと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本邦の腎代替療法を必要とする末期腎不全患者のうち、95%以上は血液透析療法を実施してい
る。また、本邦で慢性血液透析療法を受ける患者数は年々増加し、2018 年末の総数は 339,841 人
と報告されている 1)。これは日本国民 372.1 人に 1人が透析患者であることを意味し、台湾に次
ぐ世界第 2位の高い割合である。透析患者の高齢化は世界的に認められているが 2)、特に本邦で
は顕著に認められ、2018 年の新規透析導入者の高齢化率は 79%と極めて高い 1)。加えて、透析患
者にみられる慢性的な身体不活動の遷延、ミトコンドリア機能の低下、たんぱく質摂取量の不足、
同化抵抗性/異化亢進、慢性炎症、インスリン抵抗性、度重なる入院加療、透析療法に伴うアミ
ノ酸の喪失、うつ症状、多疾患併存、加齢および生活習慣病の重症化が日常生活活動を低下させ
ることが懸念される 3)。 
透析患者の日常生活活動に関するアンケート調査の結果、透析患者の 64%は何らかの動
作に介助が必要な状態であることが明らかにされた 4)。また、高齢透析患者を対象にした別
の調査によれば、透析導入直後の日常生活の非自立者は全体の 79%と極めて高い 5)。2016
年に European Renal Best Practice guideline development group は高齢腎不全患者における
診療ガイドラインを発表し、腎不全患者の日常生活活動レベルを定期的に評価し、管理すること
を推奨した 6)。しかしながら、こうした取り組みを日常診療として実施する施設は極めて少ない。
その要因として、透析患者の日常生活活動レベルを維持・向上するための具体的かつ効果的な医
学的管理法が示されていないことが挙げられる。そこで、血液透析患者の日常生活活動レベルの
維持・向上を目的とした医学的管理法を確立するうえで、以下の研究１）～３）を実施した。 
 
２．研究の目的 
維持血液透析患者を対象に、１）日常生活活動レベルの経年変化の実態と生命予後に及ぼす影
響、２）身体活動量の実態把握、目標値の設定および生命予後との関連、および 3）身体不活動
が身体的虚弱の発生・増悪に及ぼす影響について検討した。 
 
３．研究の方法 
研究１）日常生活活動レベルの経年変化の実態と生命予後に及ぼす影響 
①対象：外来通院中の血液透析患者 989 例（年齢 62±12 歳、女性 35.2%、透析歴 6.3 [2.8-
12.3]年） 
②調査項目：観察開始時に日常生活活動レベルを表す functional status を調査し、その 1年後
に再度、functional status を調査した。Functional status は基本的な日常生活活動動作 5項
目と手段的な日常生活活動動作 8項目の自立度に基づいて、スコア化した指標である 4)。1年間
の観察期間中に functional status の低下を認めた場合を decline 群、低下を認めなかった場
合を no decline 群とした。また、同時期に年齢、性別、体格、栄養状態、透析導入の原疾患、
合併症および血液検査値といった患者背景因子を調査した。 
③統計解析：カプランマイヤー生存分析を行い、decline 群と no decline 群の累積生存率を比
較した。さらに、患者背景因子と観察開始時の functional status で調整後の Cox 回帰分析を用
いて、functional status 経年的な低下が生命予後に及ぼす影響を検証した。 
 
研究２）身体活動量の実態把握、目標値の設定および生命予後との関連 
①対象：外来通院中の血液透析患者 282 例（年齢 65±11 歳、女性 45%、透析歴 7.0±7.8 年） 
②調査項目：年齢、性別、透析歴、体格、栄養状態、透析導入の原疾患、合併症および血液検査
値といった患者背景因子と身体活動量を観察開始時に調査した。身体活動量は 1 軸加速度計付
き歩数計を用いて 1週間の歩数を調査し、非透析日連続 4日間の平均値を算出した。観察開始か
ら、最大で 7年間、死亡の有無を追跡調査した。 
③統計解析：ROC 解析から生命予後を最もよく判別する非透析日 1日あたりの平均歩数について
検証した。さらに、患者背景因子で調整後の Cox 回帰分析において、身体活動量と死亡との関連
について検証した。 
 
研究３）身体不活動が身体的虚弱の発生・増悪に及ぼす影響 
①対象：外来通院中の血液透析患者 271 例（A施設：184 例、B施設：87例） 
②調査項目：年齢、性別、透析歴、体格、透析導入の原疾患および合併症といった患者背景因子、
身体機能、日常生活活動困難度および身体活動量について、観察開始時、1年後および 2年後の
3時点で調査を行った。身体機能の指標として、握力、等尺性膝伸展筋力、快適歩行速度および
椅子からの 5回立ち座り時間を採用した。日常生活活動困難度については、透析患者疾患特異的
尺度を用いて動作時の困難感をスコア化したものである 7)。身体活動量は 1軸加速度計付き歩数
計を用いて 1週間の歩数を調査し、非透析日連続 4日間の平均値を算出した。 
③統計解析：身体活動量と各身体機能指標および日常生活活動困難度の経年変化との関連につ
いて、混合効果モデルを用いて検証した。 
 
４．研究成果 
研究１）日常生活活動レベルの経年変化の実態と生命予後に及ぼす影響 
 透析患者の20％が1年間の観察中にfunctional statusの低下を経験した。Functional status



の経年的な低下を経験した decline 群は no decline 群と比較して、有意に累積生存率が低いこ
とが明らかになった（図 1）。さらに、functional status の経年的な低下は患者背景や観察開始
時の functional status の影響を考慮しても、独立して死亡リスクの上昇と関連していた（表
1）。この結果は、functional status を低下させないことの医学的管理の重要性を強調する。な
お、本研究成果については、Journal of Renal Nutrition にて論文化された 8)。 

 
 
研究２）身体活動量の実態把握、目標値の設定および生命予後 
透析患者の 1 週間の平均歩数は 3,920±2,797 歩であった。なお、透析日の歩数は 3,099±
4,337 歩、非透析日は 4,337±3,160 歩であり、非透析日の方が透析日よりも身体活動量は高い
値を示した。ROC 解析の結果、生命予後を最もよく判別する非透析日 1日あたりの歩数は 3,752
歩であった（感度：0.55、特異度：0.73）（図 2）。患者背景で調整後の Cox 回帰分析において、
身体活動量の低下は死亡リスクの上昇に独立して影響を及ぼしており（図 3）、4,000 歩未満の群
の死亡リスクは 4,000 歩以上の群と比較して、2.37 倍高いことが明らかにされた（表 2）。なお、
本研究成果については、Journal of Renal Nutrition にて論文化された 9)。 
 

 



研究３）身体不活動が身体的虚弱の発生・増悪に及ぼす影響 
 観察開始時における患者背景を表 3に示す。患者背景と時間で調整後の混合効果モデルから、
身体活動量は握力、等尺性膝伸展筋力、快適歩行速度、椅子からの 5回立ち座り時間および日常
生活活動困難度の経年変化との間に有意な関連を認めた（それぞれ、P<0.001、P<0.001、P<0.001、
P=0.03 および P<0.001）（表 4）。 

 

 
 
研究１）～３）の成果を以下にまとめる。 
血液透析患者の日常生活活動レベルを維持・向上するための医学的管理法の確立は急務であ
る。まず我々は、日常生活活動レベルを表す functional status の経年変化に着目して研究を行
った。Functional status が低下した状態は生命予後不良と関連することは知られていたが、経
年的に低下することも同様に予後を悪化させることを明らかにした（研究 1）。さらに日常生活
における活動量に着目して、透析患者における活動量の実態把握と目標値の同定に取り組んだ。
死亡をアウトカムにして、身体活動量の目標値を検証した結果、非透析日 1日あたり 4,000 歩が
統計学的に検出された。これは、1日 10,000 歩、中強度以上の活動時間 30分以上といった既存
の身体活動量の目標値よりも低く設定されており、透析患者にとって無理のない値といえる（研
究 2）。さらに我々は、多施設共同研究を実施し、身体機能、日常生活活動困難度および身体活
動量について、複数時点で縦断的な調査を行った。その結果、身体活動量の低下は予後だけでは
なく、身体機能の経年的な低下や日常生活活動困難度の経年的な増加に寄与していることが明
らかになった（研究 3）。 
本研究は透析患者における身体活動量の臨床的意義を改めて見出し、日常生活活動レベルを
維持・向上させるための医学的管理法の確立に貢献することができたと思われる。 
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